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■ 本調査の目的 

 

・ 第一に、浜中町の住民（特にお仕事をされている方）の環境保全、地域活

性化・まちづくりに対する考え、取り組みの状況などについて把握するこ

とを目的にしている。 

・ あわせて、本調査で明らかになった事項を、今後の浜中町における環境保

全、地域活性化・まちづくりの取り組みの方向性、戦略について考える際

の基礎データとして活用することを狙いとしている 

 

■ 基本データ 

 

・ 実施期間：2012年 9月～11月 

 

・ 実施方法：町役場、JA浜中、漁協（浜中、散布）、商工会、教育委員会に

対して、職員、組合員への調査票の配布を依頼、回収 

 

・ 配布数：989 

 

・ 回収数（率）：513（51.8％） 
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Q1．回答者の居住地区 

 回答者の居住地区を小学校区（2012年 4月時点）に分けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2．回答者の職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3．回答者の性別 
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Q4．回答者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q5．浜中町での居住期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10代, 3（1%）

20代, 88（17%）

30代, 108

（21％）

40代, 131

（25%）

50代, 130

（25%）

60代, 38（7%）

70代, 13（3%）

80代, 3（1%）
90代以上, 0

（0%）

Q4.回答者の年齢回答者の年齢回答者の年齢回答者の年齢

5年以内, 84

（16%）

6～20年, 93

（18%）

21～40年, 151

（30%）

40年以上, 

181（35%）

無回答, 5（1%）

Q5.町内での居住年数町内での居住年数町内での居住年数町内での居住年数
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Q6．浜中町という地域、名称への愛着 

 浜中町という地域、名称に愛着を持っているかどうか質問した。その結果、「大いに感じ

る」と「どちらかというと感じる」を合わせると 81％となり、多くの住民が程度に差はあ

るものの浜中町に何らかの愛着を有していることが分かった。 

 この結果について居住地区や職業などの属性別に分けて見ると、まず、居住地区別では、

全般的に大きな差異はなく、いずれの地区も愛着を有する住民が多数を占めているが、そ

の中で比較すると、茶内第一地区が多く、榊町地区が少なくなっている。職業別では、こ

れも全般的に愛着を有する住民が多いが、その中で農業関係が比較的多くなっている。世

代と居住期間別では、年齢層が高い、居住期間が長いほど愛着を有する住民が多いことが

分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大いに感じる, 

176（34%）

どちらかという

と感じる, 242

（47%）

どちらかという

と感じない, 39

（8%）

まったく感じな

い, 16（3%）

わからない, 

40（8%）
無回答, 1（0%）
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4

5

17

9

34

5

21

78

1

3

18

9

56

8

31

107

3

2

2

10

4

17

1

6

2

7

1

1

4

1

6

1

6

18 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚岸

榊町

散布

姉別南

茶内

茶内第一

浜中

霧多布

地域への愛着／小学校区地域への愛着／小学校区地域への愛着／小学校区地域への愛着／小学校区

大いに感

じる

どちらかと

いうと感じ

る
どちらかと

いうと感じ

ない
まったく感

じない

わからな

い



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39

32

69

20

13

53

39

74

52

18

12

3

8

10

4

1

5

1

4

2

3

1

11

2

17

5

3

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職

漁業関係

農業関係

役場職員

教員

会社員・自営業他

地域への愛着／職業地域への愛着／職業地域への愛着／職業地域への愛着／職業

大いに感じ

る

どちらかとい

うと感じる

どちらかとい

うと感じない

まったく感じ

ない

わからない

無回答

14

36

42

83

1

51

35

84

69

2

8

8

9

14

5

5

3

3

6

9

12

12

1 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年以内

6～20年

21～40年

40年以上

無回答

地域への愛着／居住期間地域への愛着／居住期間地域への愛着／居住期間地域への愛着／居住期間

大いに感じる

どちらかという

と感じる

どちらかという

と感じない

まったく感じな

い

わからない

無回答

22

32

42

53

16

11

54

52

57

57

17

4

5

10

11

9

4

5

5

3

2

1

5

9

16

9

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代

30代

40代

50代

60代

70～80代

地域への愛着／世代地域への愛着／世代地域への愛着／世代地域への愛着／世代

大いに感じる

どちらかというと

感じる

どちらかというと

感じない

まったく感じない

わからない

無回答



6 

 

Q7．浜中町の地域活性化・まちづくりへの関心 

 浜中町の地域活性化・まちづくりへの関心について聞いた。その結果、「大いに持ってい

る」が 26％、「どちらかというと持っている」が 53％となり、両者を合わせると 8 割近く

の住民が地域活性化・まちづくりに対して何らかの関心を有することが分かった。 

 この結果を属性別に見ると、小学校区別では、姉別南地区や茶内地区などが他地区と比

べて関心を有する住民が多く、散布地区や茶内第一地区などが少なくなっている。職業別

では役場職員、教員、農業関係で関心を有するという回答が比較的多かった。世代別では、

若干だが、年齢層が高くなるほど関心を有する住民が多くなっており、居住期間別では明

確な差異は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大いに持ってい

る, 135（26%）

どちらかという

と持っている, 

270（53%）
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Q8．居住地区の諸活動・行事への参加状況 

 居住地区の祭り、学校行事、自治会行事などの諸活動・行事への参加状況について聞い

た。その結果、「ほとんど参加している」が 39％、「関心に応じて参加している」が 38％と

なっており、程度に差はあるものの諸活動・行事に何らかの形で参加している住民が 8 割

近くを占めていることが分かった。 

 この結果を居住地区別で見ると、茶内第一地区では「ほとんど参加している」と回答し

た住民が 9 割を越えている。その他、榊町地区や姉別南地区もほとんど参加していると回

答している住民が比較的多い。 
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Q9．居住地区の諸活動・行事の変化 

 以前と比べて居住地区の諸活動・行事がどのように変化したか聞いた。最も多かったの

は「変わらない」（38％）だったが、「活気が失われた」という回答も 35％と多かった。一

方で、「活気が増した」という回答は 4％にとどまっている。全般的に、地域の諸活動・行

事は変わらないか、活気が失われていると考える住民が多いことが分かる。 

 この結果を居住地区別で見ると、地区によってかなり明確な違いがあり、榊町地区、姉

別南地区、茶内第一地区では「変わらない」と回答した住民が比較的多いのに対して、散

布地区、浜中地区、霧多布地区では「活気が失われた」と回答した住民が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活気が増した, 

20（4%）

変わらない, 

196（38%）

活気が失われ

た, 181（35%）

わからない, 

107（21%）

無回答, 10

（2%）
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無回答
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Q10．地区内での交流を深める活動を増やすことの必要性 

 地区内での交流を深める活動を増やすべきかどうか聞いた。最も多かったのは「どちら

かというとそう思う」（50％）だった。また、「大いにそう思う」が 16％であり、両方を合

わせると 66％の住民が増やしたほうがいいと考える傾向にあることが分かった。一方で、

「どちらかというと思わない」、「まったく思わない」と考えている住民も 18％と少なくな

い。 
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とそう思う, 260
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と思わない, 75

（15%）

まったく思わな

い, 15（3%）

わからない, 72

（14%）
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（2%）

Q10.地区内での交流を深める活動を地区内での交流を深める活動を地区内での交流を深める活動を地区内での交流を深める活動を

増やすべきか増やすべきか増やすべきか増やすべきか
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Q11．浜中町内での環境保全に対する関心 

 浜中町内での環境保全に関する取り組みについて関心を持っているかどうか聞いた。最

も多かったのは「どちらかというと持っている」（56％）だった。「大いに持っている」（17％）、

と合わせると 73％の住民が程度に差はあるものの環境保全について何らかの関心を有して

いることが分かった。 

 この結果を属性別に見ると、まず居住地区別では、全般的にいずれの地区も関心を有す

る住民は多いが、その中で比べると、特に姉別南地区、茶内地区、茶内第一地区などが多

くなっており、散布地区が少なくなっている。職業別では、教員、農業関係が比較的多く、

会社員・自営業他、漁業関係が少なくなっている。世代別では 10～20代が若干少ないのを

除くと大きな差異はないが、50 代が比較的関心を有する住民が多くなっている。居住期間

別も大きな差異はないが、その中では 5年以内が比較的多く、20～40年が少なくなってい

る。 
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と持っていない, 
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る
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ていない
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2

2

4

5

6

8

19

13

2

1

3

5

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年以内
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環境保全活動への関心／居住期間環境保全活動への関心／居住期間環境保全活動への関心／居住期間環境保全活動への関心／居住期間

大いに持って

いる

どちらかとい

うと持ってい

る
どちらかとい

うと持ってい

ない
まったく持っ

ていない

わからない

9

17

19

33

7

5

49

62

77

71

22

7

16

15

20

10

3

1

4

3

2

4

12

9

12

8

5

2

1

2

1

4

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代～80代

環境保全活動への関心／世代環境保全活動への関心／世代環境保全活動への関心／世代環境保全活動への関心／世代

大いに持っ

ている

どちらかと

いうと持って

いる
どちらかと

いうと持って

いない
まったく持っ

ていない

わからない
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Q12．浜中町内の湿原への親近感、関心 

 浜中町内の湿原に親近感、関心を有しているか聞いた。その結果、最も多かったのは「ど

ちらかというと持っている」（45％）だった。「大いに持っている」（20％）と合わせると

65％の住民が、程度に差はあるものの湿原に対して親近感や関心を有していることが分か

った。一方で、「どちらかというと持っていない」、「まったく持っていない」という住民も

28％と少なくないことが分かった。 

 この結果を属性別に見ると、まず、居住地区別では特に榊町地区が関心を有している住

民が多く、茶内地区や霧多布地区が続いている。職業別では教員が比較的関心を有してい

るという回答が多く、漁業関係、農業関係が少なくなっている。世代別では大きな差異は

ないが、60代、50代が比較的関心を有する住民が多くなっている。居住期間別では 5年以

内が最も多く、それに 6～20 年が続いており、居住期間が短いほど湿原への親近感、関心

が高くなる傾向を見せている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大いに持ってい

る, 100（20%）

どちらかという

と持っている, 

233（45%）

どちらかという

と持っていない, 

110（22%）

まったく持って

いない, 32（6%）

わからない, 32

（6%）
無回答, 7（1%）

Q12.町内の湿原への親近感、関心町内の湿原への親近感、関心町内の湿原への親近感、関心町内の湿原への親近感、関心

1

5

6

2

25

2

10

44

3

5

16

11

52

5

23

113

12

3

23

5

18

47

1

7

1

5

2

6

10

2

1

3

7

4

13

1

1

3

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚岸

榊町

散布

姉別南

茶内

茶内第一

浜中

霧多布

湿原への親近感・関心／小学校区湿原への親近感・関心／小学校区湿原への親近感・関心／小学校区湿原への親近感・関心／小学校区

大いに持っ

ている

どちらかと

いうと持っ

ている
どちらかと

いうと持っ

ていない
まったく

持っていな

い
わからない
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12

9

36

32

9

1

54

34

81

39

26

30

25

33

10

10

1

13

5

7

2

3

8

3

14

5

2

3

2

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職

漁業関係

農業関係

役場職員

教員

会社員・自営業他

湿原への親近感・関心／職業湿原への親近感・関心／職業湿原への親近感・関心／職業湿原への親近感・関心／職業

大いに持っ

ている

どちらかと

いうと持って

いる
どちらかと

いうと持って

いない
まったく持っ

ていない

わからない

26

26

15

32

1

38

38

75

81

1

12

17

38

43

3

4

13

12

4

8

9

9

2

1

1

4

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年以内

6～20年

21～40年

40年以上

無回答

湿原への親近感・関心／湿原への親近感・関心／湿原への親近感・関心／湿原への親近感・関心／居住年数居住年数居住年数居住年数

大いに持ってい

る

どちらかというと

持っている

どちらかというと

持っていない

まったく持って

いない

わからない

無回答

14

26

18

32

6

4

44

35

69

58

21

6

20

27

29

25

6

3

9

9

5

5

3

1

4

10

9

7

1

1

1

1

3

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代

30代

40代

50代

60代

70～80代

湿原への親近感・関心／世代湿原への親近感・関心／世代湿原への親近感・関心／世代湿原への親近感・関心／世代

大いに持っ

ている

どちらかと

いうと持って

いる
どちらかと

いうと持って

いない
まったく持っ

ていない

わからない
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Q13．浜中町内の湿原・その周辺での余暇 

 浜中町内の湿原やその周辺で余暇を過ごす（遊ぶ）ことがあるかどうか聞いた。最も多

かったのは「あまり過ごさない」で 38％、次に多かったのが「まったく過ごさない」で 25％

だった。湿原・周辺で余暇を過ごさない・過ごす機会が少ない住民が 6 割以上を占めてい

ることが分かった。「よく過ごす」は 3％、「時々過ごす」は 20％にとどまっている。 

 この結果を属性別に見ると、まず居住地区別では姉別南地区を除くと大きな差異は見ら

れなかった。職業別では、比較的教員に過ごすという回答が多かった。世代別では 70～80

代と 30代が比較的多くなっている。居住期間別では 5年以内と 6～20年以内が比較的多く

なっており、居住期間が短いほど湿原・周辺部で余暇を過ごす住民が多くなる傾向を示し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく過ごす, 14

（3%）

時々過ごす, 

105（20%）

あまり過ごさな

い, 195（38%）
まったく過ごさ

ない, 128（25%）

子どもの頃は

過ごした, 64

（12%）

無回答, 8（2%）

Q13.湿原、周辺部での余暇湿原、周辺部での余暇湿原、周辺部での余暇湿原、周辺部での余暇

1

1

3

3

6

1

1

8

1

24

4

13

48

2

2

13

13

43

6

17

95

1

3

12

5

33

4

22

44

1

4

8

1

9

5

34

1

1

1

4

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚岸

榊町

散布

姉別南

茶内

茶内第一

浜中

霧多布

湿原での余暇／小学校区湿原での余暇／小学校区湿原での余暇／小学校区湿原での余暇／小学校区

よく過ごす

時々過ごす

あまり過ご

さない

まったく過ご

さない

子どもの頃

は過ごした

無回答
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4

2

6

2

15

11

35

33

8

46

36

63

31

13

2

29

23

37

23

13

23

4

29

8

4

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職

漁業関係

農業関係

役場職員

教員

会社員・自営業他

湿原での余暇／職業湿原での余暇／職業湿原での余暇／職業湿原での余暇／職業

よく過ごす

時々過ご

す

あまり過ご

さない

まったく過

ごさない

子どもの頃

は過ごした

無回答

1

4

3

6

26

24

25

29

1

30

33

52

80

26

25

43

33

1

1

7

26

29

1

2

4

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年以内

6～20年

21～40年

40年以上

無回答

湿原での余暇／居住期間湿原での余暇／居住期間湿原での余暇／居住期間湿原での余暇／居住期間

よく過ごす

時々過ご

す

あまり過

ごさない

まったく過

ごさない

子どもの

頃は過ご

した
無回答

2

4

3

5

18

29

25

19

9

5

26

34

57

61

14

3

29

31

30

26

8

4

16

9

14

16

6

3

1

2

3

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代

30代

40代

50代

60代

70～80代以上

湿原での余暇／世代湿原での余暇／世代湿原での余暇／世代湿原での余暇／世代

よく過ごす

時々過ご

す

あまり過ご

さない

まったく過

ごさない

子どもの頃

は過ごした

無回答
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Q14．浜中町内での環境保全活動への参加経験 

 浜中町内で実施された環境保全活動に参加した経験について聞いた。「ある」という回答

が 65％を占め、半分以上の住民が環境保全活動に参加した経験があることが分かった。 

 この結果を属性別に見ると、まず、小学校別では茶内第一地区で参加経験があるという

住民が比較的多く、散布地区が少なくなっている。職業別では農業関係、役場職員が比較

的多い。世代別では 10～20 代が比較的多くなっている。居住期間では 21～40 年、6～20

年の層が比較的多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある, 330（65%）

ない, 175（35%）

Q14.町内での環境保全活動への参町内での環境保全活動への参町内での環境保全活動への参町内での環境保全活動への参

加経験加経験加経験加経験

3

8

21

14

67

12

38

157

2

2

21

6

45

2

23

69

1

2

1

3

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚岸

榊町

散布

姉別南

茶内

茶内第一

浜中

霧多布

環境保全活動参加経験／小学校区環境保全活動参加経験／小学校区環境保全活動参加経験／小学校区環境保全活動参加経験／小学校区

ある

ない

無回答
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47

62

103

116

2

37

31

47

59

1

1

6

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年以内

6～20年

21～40年

40年以上

無回答

環境保全活動参加経験／居住年数環境保全活動参加経験／居住年数環境保全活動参加経験／居住年数環境保全活動参加経験／居住年数

ある

ない

無回答

72

55

122

54

22

2

43

21

48

35

20

5

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職

漁業関係

農業関係

役場職員

教員

会社員・自営業他

環境保全活動参加経験／職業環境保全活動参加経験／職業環境保全活動参加経験／職業環境保全活動参加経験／職業

ある

ない

無回答

66

67

76

87

26

8

25

41

53

38

11

7

2

5

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代

30代

40代

50代

60代

70～80代

以上

環境保全活動参加経験／世代環境保全活動参加経験／世代環境保全活動参加経験／世代環境保全活動参加経験／世代

ある

ない

無回答
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Q15．浜中町内で実施される環境保全活動への参加の意向 

 今後、浜中町内で実施される環境保全活動に参加してみたいと思うかどうか聞いた。「ど

ちらかというとそう思う」が 53％と最も多かった。「大いにそう思う」（12％）と合わせる

と、半分以上（65％）の住民が環境保全活動の参加について前向きに考えていることが分

かった。 

 この結果を属性別に見たところ、まず、居住地区別では榊町地区が参加したいと回答し

た住民が比較的多く、散布地区、茶内第一地区が少なくなっている。職業別では教員で参

加したいという回答が比較的多くなっているが、それ以外に大きな差異はない。世代別で

は全般的に大きな差異は見られないが、60代、50代、10～20代が比較的多くなっている。

居住期間別では 5年以内と 6～20年以内の層が比較的多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大いにそう思う, 

60（12%）

どちらかという

とそう思う, 271

（53%）

どちらかという

と思わない, 93

（18%）

まったく思わな

い, 28（5%）

わからない, 

55（11%） 無回答, 7（1%）

Q15.今後、環境保全活動に参加した今後、環境保全活動に参加した今後、環境保全活動に参加した今後、環境保全活動に参加した

いか？いか？いか？いか？

2

4

2

14

7

28

4

7

17

12

62

7

29

125

2

13

4

20

5

12

35

5

1

5

4

12

2

3

1

11

2

8

27

1

1

4

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚岸

榊町

散布

姉別南

茶内

茶内第一

浜中

霧多布

環境保全活動参加意向／小学校区環境保全活動参加意向／小学校区環境保全活動参加意向／小学校区環境保全活動参加意向／小学校区

大いにそう思

う

どちらかとい

うとそう思う

どちらかとい

うと思わない

まったく思わ

ない

わからない

無回答
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10

15

11

24

52

49

72

96

2

14

13

32

34

4

7

9

8

4

9

25

15

2

2

4

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年以内

6～20年

21～40年

40年以上

無回答

環境保全活動参加意向／居住期間環境保全活動参加意向／居住期間環境保全活動参加意向／居住期間環境保全活動参加意向／居住期間

大いにそう

思う

どちらかと

いうとそう思

う
どちらかと

いうと思わ

ない
まったく思わ

ない

わからない

10

9

23

10

7

1

55

41

91

61

18

25

20

25

9

12

1

14

2

7

2

2

7

4

25

7

3

3

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職

漁業関係

農業関係

役場職員

教員

会社員・自営業他

環境保全活動参加意向／職業環境保全活動参加意向／職業環境保全活動参加意向／職業環境保全活動参加意向／職業

大いにそう

思う

どちらかとい

うとそう思う

どちらかとい

うと思わない

まったく思わ

ない

わからない

無回答

13

10

9

22

4

2

47

53

72

69

23

7

10

26

27

19

9

2

9

7

4

7

1

12

11

18

10

1

3

1

1

3

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代

30代

40代

50代

60代

70～80代以上

環境保全活動参加意向／世代環境保全活動参加意向／世代環境保全活動参加意向／世代環境保全活動参加意向／世代

大いにそう

思う

どちらかと

いうとそう

思う
どちらかと

いうと思わ

ない
まったく思

わない

わからない
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Q16．浜中町内での異なる業種・地区を超えた地域活性化、環境保全活動の状況 

 これまで浜中町において、地域活性化や環境保全などの活動を、異なる業種や地区を超

えて町全体として一体的に進めることは多かったかと思うか聞いた。最も多かったのは「ど

ちらかというとそう思う」（31％）だった。しかし、「どちらかというとそう思わない」が

27％、「わからない」が 26％と、異なる考えの回答も多く、意見が割れていることが分かっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q17．異なる業種・地区を超えた地域活性化、環境保全活動の重要性 

 浜中町内において、地域活性化、環境保全活動を、異なる業種や地区を超えて町全体と

して一体的に取り組むことが重要と思うか聞いた。「どちらかというとそう思う」（51％）、

「大いにそう思う」（28％）を合計すると、8 割近くの住民が、程度に差はあるものの一体

的な取り組みが必要であると考えていることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大いにそう思う, 

31（6%）

どちらかという

とそう思う, 159

（31%）

どちらかという

と思わない, 

139（27%）

まったく思わな

い, 29（6%）

わからない, 

134（26%）

無回答, 22

（4%）

Q16.地域活性化や環境保全に町全体とし地域活性化や環境保全に町全体とし地域活性化や環境保全に町全体とし地域活性化や環境保全に町全体とし

て一体的に取り組めてきたかて一体的に取り組めてきたかて一体的に取り組めてきたかて一体的に取り組めてきたか

大いにそう思う, 

146（28%）

どちらかという

とそう思う, 262

（51%）

どちらかという

と思わない, 31

（6%）

まったく思わな

い, 5（1%）

わからない, 

50（10%）

無回答, 20

（4%）

Q17.地域活性化や環境保全に町全体とし地域活性化や環境保全に町全体とし地域活性化や環境保全に町全体とし地域活性化や環境保全に町全体とし

て一体的に取り組む重要性て一体的に取り組む重要性て一体的に取り組む重要性て一体的に取り組む重要性



22 

 

Q18．異なる業種や地区の組織・人材が交流する機会の重要性 

 浜中町内において、地域活性化や環境保全活動を活発化させることを目的に、町内の異

なる業種や地区の組織・人材が交流する機会をもつことは重要かどうか聞いた。「どちらか

というと思う」（52％）、「大いにそう思う」（28％）を合計すると、8 割の住民が重要と考

える傾向にあることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大いにそう思う, 

141（28%）

どちらかという

とそう思う, 269

（52%）

どちらかという

と思わない, 30

（6%）

まったく思わ

ない, 2（0%）

わからない, 52

（10%）

無回答, 20

（4%）

Q18.地域活性化や環境保全活動活発化地域活性化や環境保全活動活発化地域活性化や環境保全活動活発化地域活性化や環境保全活動活発化

のための地域内交流の重要性のための地域内交流の重要性のための地域内交流の重要性のための地域内交流の重要性
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Q19．浜中町の産業に対する自然環境の恩恵 

 浜中町の産業は町内の自然環境の恩恵を受けて成り立っていると思うかどうか聞いた。

その結果、最も多かったのは「大いにそう思う」（58％）だった。「どちらかというとそう

思う」が 29％で、9 割近くの大半の住民が何らかの恩恵を受けていると考える傾向にある

ことが分かった。 

 この結果を属性別に見てみると、まず居住地区別では、いずれの地区も何らかの恩恵を

受けて成り立っていると回答する住民が多数を占める傾向にあるが、特に姉別南地区、茶

内第一地区、茶内地区では「大いにそう思う」と回答した住民が多くなっている。職業別

では、これも同様に恩恵を受けて成り立っているという回答が多数を占めているが、比較

的教員に大いにそう思うという回答が多くなっている。世代別では、60 代以上で大いに思

うという回答が少ない。居住期間別では、大いにそう思うと回答した住民は、5 年以内、6

～20 年以内の層に比較的多く、居住期間が短いほど、自然環境の恩恵を受けていると強く

思う傾向にあることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大いにそう思う, 

296（58%）どちらかという

とそう思う, 152

（29%）

どちらかという

と思わない, 15

（3%）

まったく思わな

い, 6（1%）

わからない, 26

（5%）

無回答, 19

（4%）

Q19.浜中町の産業は町内の自然環浜中町の産業は町内の自然環浜中町の産業は町内の自然環浜中町の産業は町内の自然環

境の恩恵を受けて成り立っているか境の恩恵を受けて成り立っているか境の恩恵を受けて成り立っているか境の恩恵を受けて成り立っているか

2

7

24

16

73

10

31

122

2

5

15

4

23

4

24

73

1

1

3

10

1

1

4

1

3

5

2

13

1

9

3

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚岸

榊町

散布

姉別南

茶内

茶内第一

浜中

霧多布

自然環境の恩恵／小学校区自然環境の恩恵／小学校区自然環境の恩恵／小学校区自然環境の恩恵／小学校区

大いにそう思

う

どちらかとい

うとそう思う

どちらかとい

うと思わない

まったく思わ

ない

わからない

無回答
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53

48

98

71

20

50

21

51

11

16

6

2

6

2

3

1

1

5

2

10

3

3

1

2

4

5

4

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職

漁業関係

農業関係

役場職員

教員

会社員・自営業他

自然環境の恩恵／職業自然環境の恩恵／職業自然環境の恩恵／職業自然環境の恩恵／職業

大いにそう思

う

どちらかとい

うとそう思う

どちらかとい

うと思わない

まったく思わ

ない

わからない

無回答

64

62

74

94

2

11

22

56

62

1

5

10

2

2

2

5

4

8

8

1

4

3

6

5

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年以内

6～20年

21～40年

40年以上

無回答

自然環境の恩恵／居住期間自然環境の恩恵／居住期間自然環境の恩恵／居住期間自然環境の恩恵／居住期間

大いにそう思

う

どちらかとい

うとそう思う

どちらかとい

うと思わない

まったく思わ

ない

わからない

無回答

57

62

73

83

16

5

20

36

41

33

15

7

1

1

4

6

2

1

1

2

1

1

1

11

3

5

3

3

2

2

6

6

4

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代

30代

40代

50代

60代

70～80代以上

自然環境の恩恵／世代自然環境の恩恵／世代自然環境の恩恵／世代自然環境の恩恵／世代

大いにそう

思う

どちらかとい

うとそう思う

どちらかとい

うと思わない

まったく思わ

ない

わからない

無回答
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Q20．浜中町内の産業を発展させるために保全に力を入れるべき自然環境 

 Q19で「大いにそう思う」「どちらかというとそう思う」と回答した住民に、浜中町内の

産業を発展させるために保全に力を入れるべき自然環境は何か聞いた（3 項目選択制）。そ

の結果、最も多かったのは「海」で 250人だった。以降、「森林」（228人）、「湿原・沼」（177

人）が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

250

137
177

228

34
74

5

208
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Q20.町内の産業を発展させるために保全町内の産業を発展させるために保全町内の産業を発展させるために保全町内の産業を発展させるために保全

に力を入れるべき自然環境に力を入れるべき自然環境に力を入れるべき自然環境に力を入れるべき自然環境（（（（3つまで回答可）つまで回答可）つまで回答可）つまで回答可）
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Q21．子育てをする際の自然環境との触れ合い 

 子育ての経験がある住民に対して、子育てをした際に、子どもが自然環境に触れ合う機

会をどの程度持ったか聞いた。その結果、最も多かったのは「機会があれば持った」（61％）

だった。次に多かったのは「積極的に持った」（21％）だった。8 割以上の住民が、程度の

差はあるものの、何らかの形で子どもを自然環境に触れ合わせる機会を持たせていたこと

が分かった。 

 この結果を属性別に見ると、まず、居住地区別では、散布地区が比較的低い以外は大き

な差異はなかった。職業別では、教員が比較的高く、漁業関係が低くなっている。世代別

では若い年齢層になるほど触れ合う機会をより多くもつ傾向を示している。居住期間別で

も居住期間が短い層ほど多くなる傾向を見せている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的に持っ

た, 61（21%）

機会があれば

持った, 178

（61%）

あまり持たな

かった, 50

（17%）

まったく持たな

かった, 2（1%）

Q21.子供に自然環境に触れ合う機会子供に自然環境に触れ合う機会子供に自然環境に触れ合う機会子供に自然環境に触れ合う機会

を持たせたかを持たせたかを持たせたかを持たせたか

2

2

4

10

3

12

24

1

5

8

9

36

6

26

83

1

10

2

8

1

4

23

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚岸

榊町

散布

姉別南

茶内

茶内第一

浜中

霧多布

子育て時の自然環境との触れ合い／小学校区子育て時の自然環境との触れ合い／小学校区子育て時の自然環境との触れ合い／小学校区子育て時の自然環境との触れ合い／小学校区

積極的に

持った

機会があれ

ば持った

あまり持た

なかった

まったく持た

なかった
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3

10

19

23

5

1

4

34

52

63

17

8

5

12

18

9

6

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

子育て時の自然環境との触れ合い／世代子育て時の自然環境との触れ合い／世代子育て時の自然環境との触れ合い／世代子育て時の自然環境との触れ合い／世代

積極的に

持った

機会があ

れば持っ

た

あまり持た

なかった

まったく持

たなかった

10

10

15

26

12

23

61

82

3

7

40

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年以内

6～20年

21～40年

40年以上

子育て時の自然環境との触れ合い／居住期間子育て時の自然環境との触れ合い／居住期間子育て時の自然環境との触れ合い／居住期間子育て時の自然環境との触れ合い／居住期間

積極的に持っ

た

機会があれ

ば持った

あまり持たな

かった

まったく持た

なかった

14

16

15

8

6

38

33

72

15

17

28

7

12

3

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

漁業関係

農業関係

役場職員

教員

会社員・自営業他

子育て時の自然環境との触れ合い／職業子育て時の自然環境との触れ合い／職業子育て時の自然環境との触れ合い／職業子育て時の自然環境との触れ合い／職業

積極的に

持った

機会があ

れば持っ

た

あまり持た

なかった

まったく持

たなかった
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Q22．子育てをする際の自然環境と触れ合う機会の重要性 

 今後、浜中町内で子育てをする際に、自然環境と触れ合う機会を積極的に持つべきと思

うかどうか聞いた。その結果、「大いにそう思う」が 39％と最も多く、次に「どちらかとい

うとそう思う」（38％）が続いている。多くの住民が、自然環境と触れ合う機会を積極的に

持たせるべきと考えていることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q23．浜中町の地域活性化・まちづくりの担い手の存在 

 現在、浜中町の地域活性化やまちづくりの担い手となる組織・人材は充分存在している

と思うかどうか質問した。その結果、「どちらかというとそう思わない」が 41％と最も多か

った。「まったく思わない」（10％）と合わせると、5割の住民が担い手は充分存在していな

いと考える傾向にあることが分かった。また、「わからない」と回答した住民も 22％と少な

くない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大いにそう思う, 

201（39%）

どちらかという

とそう思う, 195

（38%）

どちらかという

と思わない, 12

（2%）

まったく思わ

ない, 1（0%）

わからない, 

24（5%）

無回答, 80

（16%）

Q22.子供を育てる上で自然環境に触れ合子供を育てる上で自然環境に触れ合子供を育てる上で自然環境に触れ合子供を育てる上で自然環境に触れ合

う機会を積極的に持づべきかう機会を積極的に持づべきかう機会を積極的に持づべきかう機会を積極的に持づべきか

大いにそう思う, 

22（4%） どちらかという

とそう思う, 105

（21%）

どちらかという

と思わない, 

210（41%）

まったく思わな

い, 53（10%）

わからない, 

113（22%）

無回答, 10

（2%）

Q23.町内に地域活性化・まちづくりの町内に地域活性化・まちづくりの町内に地域活性化・まちづくりの町内に地域活性化・まちづくりの

担い手は充分存在しているか担い手は充分存在しているか担い手は充分存在しているか担い手は充分存在しているか
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Q24．浜中町の地域活性化・まちづくりの担い手として期待したい組織・人材 

 浜中町の地域活性化・まちづくりの担い手として期待したい組織・人材を質問した（3項

目選択制）。その結果、「町役場」と答えた住民が 245人と最も多かった。以降、「漁協」（173

人）、「農協」（164 人）、「NPO・住民団体」（156 人）、「自治会」（149 人）と続いている。

浜中町では、町役場以外にも比較的多様な組織が地域活性化・まちづくりの担い手として

住民から期待されていることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

245

117

173 164
128

149 156

15

128

0
50

100
150
200
250
300

Q24.地域活性化・まちづくりの担い手と地域活性化・まちづくりの担い手と地域活性化・まちづくりの担い手と地域活性化・まちづくりの担い手と

して期待したい組織・人材して期待したい組織・人材して期待したい組織・人材して期待したい組織・人材（（（（3項目選択）項目選択）項目選択）項目選択）
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Q25．浜中町の産業や社会の未来 

 浜中町の産業や社会の未来は明るいと思うかどうか質問した。その結果、「どちらかとい

うと思わない」が 41％と最も多かった。「まったく思わない」（13％）と合わせると、5 割

以上の住民が程度に差はあるものの浜中町の未来は明るくないと考えていることが分かっ

た。また、「わからない」という回答も 19％と少なくない。 

 この結果を属性別に見ると、まず、居住地区別では姉別南地区、茶内第一地区がどちら

かというと明るいと捉える住民が比較的多くなっている。一方で、榊町地区、散布地区、

霧多布地区などでは同様に捉えている住民が少ない。職業別では、農業関係が他の業種と

比較して明るいという回答が多くなっている。世代別では若い層のほうがそう思わないと

いう回答が多くなる傾向を示している。居住期間別では 21～40年と 5年以内の層がそう思

わないという回答が比較的多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大いにそう思う, 

22（4%）

どちらかという

とそう思う, 104

（21%）

どちらかという

と思わない, 

210（41%）

まったく思わな

い, 67（13%）

わからない, 

96（19%）

無回答, 12

（2%）

Q25.浜中町の産業や未来は明るいと浜中町の産業や未来は明るいと浜中町の産業や未来は明るいと浜中町の産業や未来は明るいと

感じるか感じるか感じるか感じるか

1

1

7

2

3

7

2

2

7

8

21

4

16

41

1

3

23

7

45

2

20

102

4

7

10

3

9

34

3

3

4

4

25

3

15

36

1

3

1

7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚岸

榊町

散布

姉別南

茶内

茶内第一

浜中

霧多布

浜中の未来は明るい／小学校区浜中の未来は明るい／小学校区浜中の未来は明るい／小学校区浜中の未来は明るい／小学校区

大いにそう

思う

どちらかとい

うとそう思う

どちらかとい

うと思わない

まったく思わ

ない

わからない

無回答
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3

9

7

3

15

20

17

52

39

35

63

72

5

13

29

20

20

15

31

27

1

1

3

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年以内

6～20年

21～40年

40年以上

浜中の未来は明るい／居住期間浜中の未来は明るい／居住期間浜中の未来は明るい／居住期間浜中の未来は明るい／居住期間

大いにそう

思う

どちらかと

いうとそう思

う
どちらかと

いうと思わ

ない
まったく思わ

ない

わからない

4

7

5

3

2

22

30

26

16

9

47

21

82

39

17

2

24

6

22

5

7

18

11

34

24

6

3

2

4

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職

漁業関係

農業関係

役場職員

教員

会社員・自営業他

浜中の未来は明るい／職業浜中の未来は明るい／職業浜中の未来は明るい／職業浜中の未来は明るい／職業

大いにそう思

う

どちらかとい

うとそう思う

どちらかとい

うと思わない

まったく思わ

ない

わからない

無回答

4

11

4

3

8

17

26

36

10

7

46

36

59

50

13

6

12

18

12

14

10

1

21

22

26

21

4

2

2

4

5

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

浜中の未来は明るい／世代浜中の未来は明るい／世代浜中の未来は明るい／世代浜中の未来は明るい／世代

大いにそう思

う

どちらかという

とそう思う

どちらかという

と思わない

まったく思わな

い

わからない

無回答
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Q26．浜中町を町外に PRする際に重要になるテーマ 

 浜中町を町外に PRする上では、どのようなテーマが重要になると思うか質問した（3項

目選択制）。その結果、「漁業」が 316 人と最も多かった。それ以外は、「漁業」（286 人）、

「自然・生活環境」（256人）、「食」（196人）と続いている。浜中町を PRする上では、一

次産業と自然・生活環境が重要と考えている住民が多いことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ まとめ －本調査で明らかになったこと－ 

・ 浜中町に愛着を有する住民は多い。しかし、地域の将来は明るいと考える住民は多く

なかった 

・ 環境保全、地域活性化等に対する意識、活動参加経験は高いと捉えられる 

・ 町内の地域活性化・まちづくりにおいて、一次産業、環境保全が重要なテーマになっ

ているという認識がある程度共有されている 

・ 地域活性化や環境保全活動において、町内の地区や産業等を横断した一体的取り組み

が十分なされていない、しかしその重要性は高い、と認識されている 

・ 地域活性化・まちづくりへの関心、自然環境と産業との結びつき、地域の将来性、な

どに関して、山側と海側の集落で考え・捉え方に違いが見られる。職業別でも同様の

傾向が見られる 

・ 教員や居住期間が短い住民などは、浜中の自然環境や環境保全活動等への関心は高い

が、活動参加経験は高くないことが分かった 

・ 若い世代において、地域の未来は明るくない、という回答が多いのが気になる 

・ 今後、地域活性化や環境保全に関連する活動について、各種の枠を超えて地域で一体

的に取り組みを進めていける方策を検討することが重要になると考えられる 

・ 地域活性化や環境保全活動等に、居住期間が短い住民や若い世代など、地域に十分根

を下ろせていない層が気軽に参加できる仕組みづくりが重要になると考えられる 
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